
労
働
者
の
祭
典
・
メ
ー
デ
ー
、
今

年
は
第

回
で
す
。
三
八
地
区
集
会

84

は
、
今
年
も
長
者
ま
つ
り
ん
ぐ
広
場

で
の
開
催
で
す
。
式
典
は

時
半
か

10

ら
で
す
が
、
う
た
ご
え
が

時
か
ら

10

行
わ
れ
ま
す
。
メ
ー
デ
ー
歌
の
歌
唱

指
導
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
め
に
お
い
で
下

さ
い
。
去
年
の
集
会
で
は
労

組
・
団
体
の
整
列
が
う
ま
く

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
席
を

大
ま
か
に
指
定
し
ま
す
の
で
、

団
体
・
組
合
ご
と
の
整
列
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

三
八
教
育
会
館
が
閉
鎖
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
メ
ー
デ

ー
交
流
会
は
今
年
は
実
行
委

員
会
と
し
て
は
行
わ
ず
、
各

組
合
・
団
体
の
取
り
組
み
に

ゆ
だ
ね
ま
す
。
合
同
の
交
流

会
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
年
も
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
審
査
が

あ
り
ま
す
。
消
費
税
増
税
反
対
、
Ｔ

被
災
地
復
興
・
今
す
ぐ
原
発
ゼ
ロ

へ
を
め
ざ
す
全
国
い
っ
せ
い
行
動
は
、

日
、

時
か
ら
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ

10

10

ュ
ー
ジ
ア
ム
・
は
っ
ち
で
開
催
さ
れ

、
お
よ
そ

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

160

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
未
来
へ
の
決
断
・
原
発

に
奪
わ
れ
た
い
の
ち
と
暮
ら
し
」
上

映
の
後
、
内
田
弘
志
八
戸
医
療
生
協

理
事
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

震
災
・
津
波
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
原

発
再
稼
働
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
と

述
べ
ま
し
た
。

岩
手
、
宮
城
の
沿
岸
沿
い
を
通
る

Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
、
年
金
切
り
下
げ
反

対
、
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
反
対
、

原
発
ゼ
ロ
・
核
燃
ス
ト
ッ
プ
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
求
を
プ
ラ
カ
ー
ド
に
掲

げ
、
身
に
ま
と
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
ょ
う
。

日
時
と
会
場
、
メ
ー
デ
ー
行
進
の

経
路
は
昨
年
と
同
じ
で
す
。
多
数
の

ご
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

♪
全
一
日
の
休
業
は
、
社
会
の
虚

偽
を
撃
つ
も
の
ぞ
♪

◇

日
時

５
月
１
日(

水)

時
半

10

◇

会
場

長
者
ま
つ
り
ん
ぐ
広
場

◇

基
本
ス
ロ
ー
ガ
ン

働
く
も
の
の
団
結
で
生
活
と
権
利
、

平
和
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う

国
道

号
線
を
走
っ
た
う
み
ね
こ
合

45

唱
団
の
苫
米
地
浩
さ
ん
か
ら
、
津
波

に
よ
る
沿
岸
の
町
の
被
害
の
深
刻
さ

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
連
絡
会
の
代

表
世
話
人
を
務
め
て
い
る
松
山
力
さ

ん
は｢

下
北
半
島
の
活
断
層｣

と
題
し

て
特
別
報
告
を
行
い
、
東
通
原
発
や

再
処
理
施
設
敷
地
内
の
活
断
層
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
電
力
提
出
の

調
査
結
果
・
図
面
か
ら
も
活
断
層
が

あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
調
査
団
は
専
門
家

と
し
て｢

活
断
層
の
疑
い｣

を
報
告
し

て
い
る
の
に
、
こ
れ
を
軽
ん
じ
る
姿

勢
は
許
せ
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
て

集
会
を
終
え
、
中
心
街
を
パ
レ
ー
ド

し
て
「
原
発
い
ら
な
い
、
大
間
原
発

お
お
ま
ち
が
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

【
当
面
の
日
程
】

４
月

日

メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会

10

:

ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン

18
30

タ
ー(

長
根
リ
ン
ク)

４
月

日

幹
事
会
⑩

18

:

県
教
組
新
事
務
所

18
30

４
月

日

日
本
の
青
空
Ⅲ
試
写
会

24

:

福
祉
公
民
館

18
30

５
月
１
日

第

回
メ
ー
デ
ー

84

:

ま
つ
り
ん
ぐ
広
場

10
30

５
月
３
日

憲
法
記
念
日
・
改
憲
阻

止
青
森
集
会

:

青
森
駅
前

10
30

※
毎
週
金
曜
日

:

市
民
広
場

17
00

PeaceLand

主
催
金
曜
行
動
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ー
３
月

日
、
は
っ
ち
に
１
６
０
人
が
集
う

10

う
み
ね
こ
合
唱
団
が
、
集
会
冒
頭
の
う

た
ご
え
を
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

松
山
代
表
世
話
人
が
、
原
発
・
核
燃
敷

地
内
の
活
断
層
に
つ
い
て
図
で
説
明



月

、

の
両
日
、

3

25

26

グ
ラ
ン
ド
サ
ン
ピ
ア
八
戸

で
、
全
日
本
年
金
者
組
合

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
活
動

交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
、

全
県
か
ら

人
、
三
八
支

97

部
か
ら
は

人
、
東
北
各

36

県
の
参
加
者
と
あ
わ
せ
て
、

総
数
は
二
三
〇
名
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
年
金

削
減
に
反
対
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
と
拡
大
運
動
、

ま
ち
づ
く
り
や
仲
間
の
助
け
合
い
、

レ
ク
・
文
化
活
動
な
ど
を
推
進
し
て

い
こ
う
と
の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

年
金
削
減
を
許
さ
な
い
た
め
の
行
政

不
服
審
査
請
求
の
大
運
動
も
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。
特
別
報
告
で
は
、

福
島
の
山
口
文
彦
さ
ん
が
「
震
災
・

原
発
事
故
そ
の
後
の
課
題
」
と
題
し

て
、
放
射
線
量
の
レ
ベ
ル
が
今
も
他

県
と
比
べ
て
一
桁
高
い

福
島
の
状
況

を
述
べ
、
オ
ー
ル
福
島
の
運
動
を
ど

う
つ
く
っ
て
い
く
の
か
が
課
題
で
あ

る
と
報
告
し
ま
し
た
。
宮
城
の
竹
下

史
朗
さ
ん
は「
仲
間
づ
く
り
の
実
践
」、

青
森
の
小
山
内
孝
さ
ん
は
「
原
発
・

核
燃
の
実
態
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
分

散
会
で
の
討
議
は
、
支
部
活
動
と
仲

間
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
交

流
さ
れ
ま
し
た
。
三
八
支
部
の
今
後

の
活
動
に
生
か
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

初
日
の
夜
の
交
流
で
は
、
松
田
と

み
さ
ん
の
民
謡
や
八
戸
え
ん
ぶ
り
を

紹
介
す
る
な
ど
「
南
部
」
の
文
化
を

参
加
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
と
く
に
え
ん
ぶ
り
は
、

初
め
て
見
る
と
い
う
人
が
多
く
、
太

夫
の
勇
壮
な
摺
り
、
可
愛
い
子
ど
も

た
ち
の
舞
に
感
激
し
て
た
く
さ
ん
の

｢

お
花｣

が
上
が
り
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

月

日
開
催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

2

17

会
は
、
参
加
者
が

名
、
う
ち
八
医

17

労
が

名(

単
組
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

12

を
兼
ね
て
の
取
り
組
み)

で
し
た
。
他

に
は
、
年
金
者

名
と
県
教
組
、
青

3

銀
労
組
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
小
人

数
で
も
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
が

少
な
く
て
も
、
楽
し
い
取
り
組
み
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ス
ト
ラ
イ
ク

が
少
な
か
っ
た
の
で
、
二
ゲ
ー
ム
目

は
ス
ペ
ア
賞
に
拡
大
し
、
み
ん
な
で

賞
品
を
分
け
合
い
ま
し
た
。
成
績
は
、

位
下
館(

八
医
労)

、

位
長
根(

八

1

2

医
労)

、

位
坂
本(

八
医
労)

、
ブ
ー

3

ビ
ー
Ｓ(

八
医
労)

で
し
た
。

第

回
評
議
員
会

53月

日
、
第

回
評
議
員
会
が

2

8

53

三
八
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
全
員
か
ら
発
言
が
あ
り
、
公

務
員
の
退
職
金
減
額
に
伴
う
何
ら
か

の
措
置
は
な
い
の
か
ー
青
銀
で
は
企

業
年
金
へ
の
繰
入
を
理
由
と
し
て
減

額(

山
田)
、「
運
悪
く
減
額
で
定
年
と

な
る
、
減
額
に
伴
う
措
置
は
何
も
な

く
ひ
ど
い
や
り
方
だ
。
何
と
か
元
気

が
出
る
地
労
連
運
動
を
す
す
め
た
い

(

中
道
、
高
橋)

、
日
本
医
労
連
の
集

ま
り
で｢

寝
た
き
り｣

の
給
料
が
話
題

に
な
っ
た
ー
定
期
昇
給
が
ほ
と
ん
ど

な
い
、
と
く
に
介
護
職
に
問
題
あ
り

(

長
根)

、
中
山
委
員
長(

地
労
連
監
査)

が
退
職
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
組
合

長
が
決
ま
っ
て
い
な
い
困
難
な
状
況

が
あ
る(

荒
谷)

、
７
人
の
パ
ー
ト
組

６
・
２

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ

Ｄ
Ａ
Ｙ

原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
は
、

首
都
圏
反
原
発
連
合
、
さ
よ
う
な
ら

原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
と

と
も
に6.2

N
O

N
U

K
ES

D
A

Y

の

統
一
ロ
ゴ
の
も
と
６
月
２
日
に
、
原

発
再
稼
働
を
許

さ
ず
、
原
発
ゼ

ロ
へ
の
転
換
を

求
め
る
同
日
ア

ク
シ
ョ
ン
を
予

定
し
、
全
国
か

ら
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
ま

す
。

合
員
を
組
織
し
た(

阿
部)

等
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
地
労

連
活
動
に
参
加
し
な
い
組
合
へ
の
働

き
か
け
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と

の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
反
省
点
と

し
て
、
年
金
者
組
合
の
評
議
員
数
を

誤
っ
て
告
示
し
た
こ
と
や
実
出
席
者

を
も
っ
と
確
保
し
た
い
、
春
闘
推
進

論
議
の
不
足
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

八
戸
原
水
爆
禁
止
の
会
総
会

八
戸
原
水
爆
禁
止
の
会
は
３
月
29

日
、
八
戸
医
療
生
協
組
合
セ
ン
タ
ー

で
２
０
１
３
年
度
総
会
を
行
い
ま
し

た
。
朝
市
署
名
や
は
っ
ち
で
の
写
真

展
、
６
・
９
行
動
な
ど
の
活
動
の
ま

と
め
を
行
い
、
新
年
度
の
方
針
を
決

め
ま
し
た
。
新｢

人
間
と
原
爆｣

パ
ネ

ル
を
購
入
し
、
郡
部
で
の
写
真
展
開

催
も
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

役
員
体
制
で
は
、
新
婦
人
の
近
藤
哲

子
さ
ん
が
新
た
に
副
会
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
方
々
は

留
任
で
す
。
総
会
議
案
は
一
部
変
更

の
う
え
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
和
行
進
日
程
は
左
記
の

通
り
で
す
。
県
内
の
日
程
は
４
月
27

日
の
県
原
水
協
常
任
理
事
会
で
協
議

の
上
決
定
と
な
り
ま
す
が
、
例
年
通

り
で
あ
れ
ば
６
日
に
三
八
に
引
き
継

が
れ
ま
す
。
８
日
の
岩
手
引
継
は
確

定
で
す
。

年金者組合東北Ｂ支部活動交流集会

集会冒頭の青森県年金者コーラス

日
本
の
青
空
Ⅲ

渡
さ
れ
た
バ
ト
ン
～
さ
よ
な
ら
原
発
～

ー
有
料
特
別
試
写
会

日
時

４
月

日(

水)

午
後
６
時
半

24

会
場

八
戸
市
福
祉
公
民
館


